
掲載している催し等は、3月22日時点の情報であり、新型コロナウイルス感染症の影響により、休止・ 延期している場合があります。

4月15日～

5月14日まで

　  の行事予定

であい 

ひろがる!
映画会、乳幼児向けおはなし会は当面の間休止します。

問合せ

申込み

休館日

閉館日

※3歳以上を対象としたおはなし会は開催しています。

● 水 口 図 書 館  tel 63-7400　fax 63-4737
● 土 山 図 書 館  tel 66-1056　fax 66-1067
● 甲賀図書情報館 tel 88-7246　fax 88-7005
● 甲南図書交流館 tel 86-1504　fax 86-1505
● 信 楽 図 書 館  tel 82-0320　fax 82-3921

木・金・第3水曜日
月・火・第4金曜日
木・金・第4水曜日
月・火・第4水曜日
月・火・第4木曜日

図書館の詳細情
報は左記または
甲賀市図書館
ホームページまで
http://lib.city.koka.lg.jp

行事名 内 容 開催日 時 間 場 所

対面朗読 対面朗読　＊事前予約要
  4月21日（金）

13時30分～
15時30分 甲南図書交流館

  5月  5日（金･祝）

ギャラリー

2023 ときめきアート展 3月25日（土）～4月16日（日） 甲南図書交流館

南北墨画会山ゆり作品展 3月24日（金）～4月16日（日） 信楽図書館

～竹灯篭に祈りをこめて～ 4月27日（木）～5月14日（日） 甲南図書交流館

和紙ちぎり絵展 4月22日（土）～5月27日（土） 信楽図書館

その他 エコプロジェクト～本・雑誌をおゆずりします～ 4月29日（土・祝）～5月21日（日） 土山図書館

開館時間  10時～18時　※甲南図書交流館の夜間開館は休止しています。
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い
立
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あ
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で
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れ
ば
、
こ
こ
に
城
を
築
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た
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は
っ
き
り
と
わ
か
り
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す
。

　

眺
望
が
良
い
古
城
山
で
す
が
、
反
対

に
、
水
口
の
平
野
部
か
ら
も
古
城
山
が

よ
く
見
え
ま
す
。

　

水
口
岡
山
城
よ
り
古
い
時
代
の
甲
賀

に
築
か
れ
た
城
は
、
石
垣
や
天
守
を
持

た
な
い
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づ
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し
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し
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、
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築
か
れ
た
水
口
岡
山
城
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本
丸
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囲
に
石
垣
が
積
ま
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瓦
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わ
ら
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き
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建
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え
た
、
こ
れ
ま
で
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な
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っ
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し
た
。
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山
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時
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秀
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一
政
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に
よ
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支
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と
い
う
新

た
な
時
代
の
到
来
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視
覚
的
に
示
し
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

４
月
に
開
催
さ
れ
る
「
よ
み
が
え
れ

水
口
岡
山
城
」
で
は
、
本
丸
西
櫓
台
に

バ
ル
ー
ン
城
が
登
場
し
、
遠
く
か
ら
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

こ
の
バ
ル
ー
ン
城
に
よ
っ
て
、
当
時

の
人
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が
感
じ
た
衝
撃
と
よ
く
似
た
も

の
を
、
現
代
の
私
た
ち
も
体
感
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

シ
ョ
ン
手
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ゅ

段
だ

ん
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え
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べ
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に
す
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た
め
、
行
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ょ
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・
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者
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ゃ
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。
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❶
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❷
日

に

ち

常
じ
ょ
う

生
せ

い

活
か

つ

や
社

し

ゃ

会
か

い

生
せ

い

活
か

つ

を
営
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水

口

岡

山
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は
、

天

正

13
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（
１
５
８
５
年
）
に
羽は

柴し

ば

秀ひ

で

吉よ

し

の
家
臣
で

あ
る
中な

か

村む

ら

一か
ず

氏う

じ

に
よ
っ
て
、
水
口
の
平
野

部
の
独ど

く

立り

つ

丘
き
ゅ
う

陵
り
ょ
う

「
古
城
山
」（
通
称
、

城
山
）
に
築
か
れ
ま
し
た
。

　

古
城
山
は
独
立
丘
陵
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
周
囲
に
山
が
無
く
、
山
頂
か
ら
は

水
口
の
平
野
部
を
一
望
で
き
ま
す
。
ま

た
、
天
気
が
良
い
日
に
は
湖
北
・
湖
西

方
面
や
琵
琶
湖
の
湖
面
ま
で
眺
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

古
城
山
付
近
で
は
、
東
西
を
は
し
る

東
海
道
（
中
世
の
伊い

勢せ

大お

お

路じ

）
と
南
北

に
の
び
る
八
幡
道
や
日
野
道
、
伊
賀
道

が
交
差
し
て
お
り
、
交
通
の
要よ

う

衝
し
ょ
う

で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

眺
望
が
良
く
、
交
通
の
要
衝
を
抑
え

る
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城
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は
、
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を
築
く
の
に
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さ
わ
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ま
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の
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ょ
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が
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者

し
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が
あ
ら
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分
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の
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動
ど
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に
参

さ

ん
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す
る
た
め

に
は
、
情
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ょ
う

報
ほ

う

の
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じ
ゅ
う

分
ぶ
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な
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し

ゅ

得
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用
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う

や
円

え
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滑
か

つ
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意い

思し

疎そ

通
つ

う

が
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わ

め
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で
す
。

　

障
し
ょ
う

が
い
の
あ
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人

ひ

と

が
そ
の
種

し

ゅ

類
る

い

や
程

て
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に
あ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

歴史文化財課　埋蔵文化財係　 69-2251　 69-2293問合せ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

　 ６９-２１６１　 ６３-４０８５問合せ

水
口
岡
山
城
の
立
地

〜
個こ

性せ
い

を
理り

解か
い

し
、

尊そ
ん

重
ち
ょ
う

し
あ
え
る
社し

ゃ

会か
い

に
向む

け
て
〜

相
あ

い

手て

に
寄よ

り
添そ

っ
て
、
相

あ

い

手て

に
応

お

う

じ
た
方

ほ

う

法
ほ

う

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

甲

賀

の

文

化

財

障
しょう

害
がい

者
しゃ

情
じょう

報
ほう

アクセシビリ
ティ・コミュニケーション

施
し

策
さく

推
すい

進
しん

法
ほう

vol.7

き

ょ

う  

せ  

い  
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ゃ  

か  

い

じ  

つ  

げ  

ん

▲水口岡山城西櫓台からの眺望

よ
み
が
え
れ
水
口
岡
山
城

日 

程 

４
月
22
日
（
土
）・
23
日
（
日
）

場 

所 

古
城
山
山
頂
付
近

手
しゅ

話
わ

筆
ひつ

談
だん

実
じつ

物
ぶつ

や絵
え

図
ず

の活
かつ

用
よう

音
おん

訳
やく

ゆっくり話
はな

す

ゆ
っ
く
り

は
っ
き
り

様
さ ま

々
ざ ま

なコミュニケーション手
し ゅ

段
だ ん

自
じ

分
ぶん

ができることから取
と

り組
く

んでみましょう
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